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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 10月 2日 (2003.10.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 無 線 タ グ 及 び そ の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
短 冊 形 の ア ン テ ナ 導 体 と 、 接 地 導 体 と 、 前 記 ア ン テ ナ 導 体 と 前 記 接 地 導 体 に と の 間 に 配 置
さ れ る 誘 電 体 と 、 前 記 ア ン テ ナ の 長 手 方 向 の 中 点 と 前 記 接 地 導 体 と を 接 続 す る 一 な い し 複
数 の 線 状 導 体 と か ら 成 る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の １ ／ ２ 波 長 型 ア ン テ ナ と 、
前 記 1／ ２ 波 長 型 ア ン テ ナ を 介 し て 通 信 を 行 う Ｉ Ｃ チ ッ プ と を 有 す る こ と こ と を 特 徴 と す
る 無 線 タ グ 。
【 請 求 項 ２ 】
短 冊 形 の ア ン テ ナ 導 体 と 、 接 地 導 体 と 、 前 記 ア ン テ ナ 導 体 と 前 記 接 地 導 体 に と の 間 に 配 置
さ れ る 誘 電 体 と 、 前 記 ア ン テ ナ 導 体 と 前 記 接 地 導 体 と を 接 続 す る 一 な い し 複 数 の 線 状 導 体
と か ら 成 る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の ア ン テ ナ と 、
前 記 ア ン テ ナ を 介 し て 通 信 を 行 う Ｉ Ｃ チ ッ プ と を 有 し 、
前 記 線 状 導 体 と 前 記 ア ン テ ナ の 接 続 点 か ら 前 記 ア ン テ ナ 導 体 の 長 手 方 向 の 両 開 放 端 ま で に



お け る 前 記 ア ン テ ナ 導 体 の 長 さ が 互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る 無 線 タ グ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 無 線 タ グ で あ っ て 、
前 記 線 状 導 体 が 、 前 記 ア ン テ ナ 導 体 の 幅 方 向 の 開 放 端 と 前 記 接 地 導 体 と を 接 続 す る こ と を
特 徴 と す る 無 線 タ グ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 無 線 タ グ で あ っ て 、
前 記 線 状 導 体 と 前 記 ア ン テ ナ の 接 続 点 か ら 、 前 記 ア ン テ ナ 導 体 の 長 手 方 向 の 両 開 放 端 ま で
の 前 記 ア ン テ ナ 導 体 の 幅 が 互 い に 異 な る こ と を 特 徴 と す る 無 線 タ グ 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 記 載 の 無 線 タ グ で あ っ て 、
前 記 ア ン テ ナ の 中 点 よ り 前 記 ア ン テ ナ 導 体 の 長 手 方 向 の 開 放 端 ま で の ア ン テ ナ 導 体 上 に 前
記 Ｉ Ｃ チ ッ プ へ の 給 電 点 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 タ グ 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら ５ に 記 載 の 無 線 タ グ で あ っ て 、 前 記 接 地 導 体 は 前 記 誘 電 体 の 端 面 を 覆 っ て い
る こ と を 特 徴 と す る 無 線 タ グ 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ か ら ６ に 記 載 の 無 線 タ グ で あ っ て 、
前 記 誘 電 体 は 、 液 状 の 樹 脂 を 注 入 し て 固 化 さ れ た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 無 線 タ グ 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 無 線 タ グ で あ っ て 、
前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ が 、 前 記 ア ン テ ナ 導 体 と 前 記 接 地 導 体 と の 間 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 無 線 タ グ 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ か ら ８ に 記 載 の 無 線 タ グ で あ っ て 、
発 光 す る 視 認 可 能 な 位 置 に Ｌ Ｅ Ｄ を 有 し 、
前 記 Ｉ Ｃ チ ッ プ は 、 レ ク テ ナ 回 路 を 含 む 送 受 信 回 路 と 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 と 、 メ モ リ 回 路
と を 有 し 、
前 記 レ ク テ ナ 回 路 で 発 生 し た 電 力 に よ り 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ が 発 光 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 タ グ
。
【 請 求 項 １ ０ 】
短 冊 形 の ア ン テ ナ 導 体 と 、 少 な く と も 一 面 が 開 口 し て い る 箱 状 多 面 体 で あ る 地 導 体 と 、 前
記 ア ン テ ナ 導 体 と 前 記 接 地 導 体 と の 間 に 配 置 さ れ る 誘 電 体 と 、 少 な く と も 第 １ 、 第 ２ の 線
状 導 体 と か ら 成 る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の １ ／ ２ 波 長 型 ア ン テ ナ を 有 す る 無 線 タ グ
の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 開 口 と 前 記 ア ン テ ナ 導 体 の 長 手 方 向 の 中 点 と の 間 に 前 記 第 １ の 線 状 導 体 を 接 続 し 、 前
記 第 ２ の 線 状 導 体 の 一 端 が 前 記 ア ン テ ナ 導 体 の 長 さ 方 向 の 中 線 に 接 続 し た 状 態 に お い て 、
前 記 第 ２ の 線 状 導 体 の 他 端 を 前 記 開 口 に 接 続 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 開 口 と 前 記 ア ン テ ナ
導 体 の 長 手 方 向 と 中 点 と の 間 に 前 記 第 ２ の 線 状 導 体 を 接 続 さ せ 、
前 記 接 地 導 体 の 内 部 に 誘 電 体 と し て 機 能 す る モ ー ル ド 材 を 注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線
タ グ の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
図 10は 本 発 明 第 ７ の 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の １ ／ ２ 波 長 型 ア ン テ ナ を
持 つ 無 線 タ グ の 平 面 図 （ ａ ） 、 側 面 の 断 面 図 （ ｂ ） で あ る 。 ５ １ は ア ン テ ナ 導 体 、 ５ ２ は
誘 電 体 ５ ３ は 接 地 導 体 、 ５ ４ は ス ル ー ホ ー ル 、 ５ ５ は 接 地 点 、 ５ ６ は 給 電 点 、 ５ ７ は 回 路
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部 で あ る 。 整 流 を 行 い 、 無 線 タ 回 路 部 に 電 力 を 供 給 し 、 回 路 部 ５ ７ に 入 出 力 さ れ る 信
号 の 変 調 お よ び 復 調 を 行 う レ ク テ ナ 回 路 の 信 号 入 出 力 部 と な る 給 電 点 ５ ６ を ア ン テ ナ 導 体
５ １ の 電 気 的 な 接 地 点 と な る ス ル ー ホ ー ル ５ ４ か ら ア ン テ ナ 導 体 ５ １ の 開 放 端 側 に 離 れ た

に 設 け 、 接 地 点 ５ ５ を ス ル ー ホ ー ル に 近 接 し て 設 け た 。 こ の 例 で は 、 回 路 部 ５ ７ を ア ン
テ ナ 導 体 面 側 に 設 け て あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 11は 本 発 明 第 ８ の 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 か ら 成 る １ ／ ２ 波 長 型 ア ン テ ナ
と 回 路 部 で 構 成 さ れ る 無 線 タ 平 面 図 （ ａ ） お よ び そ の 側 面 の 断 面 図 （ ｂ ） を 示 す 。 図
11に お い て ５ ８ は ア ン テ ナ 導 体 、 ５ ０ は 誘 電 体 、 ６ ０ は 接 地 導 体 、 ６ １ は ス ル ー ホ ー ル 、
６ ２ は 空 電 線 路 、 ６ ３ は 信 号 入 出 力 端 子 、 ６ ４ は 接 地 点 、 ６ ５ は 回 路 部 で あ る 。 第 ７ の 実
施 例 を 示 す 図 10と 異 な る 点 は 、 ア ン テ ナ 導 体 ５ ８ の 側 辺 の 給 電 点 か ら 給 電 線 路 ６ ２ を 介 し
て 信 号 入 出 力 端 子 ６ ３ を 誘 電 体 基 板 ５ ９ 上 に 設 け て 設 け て 回 路 部 と 接 続 を し て い る 。 給 電
点 が 回 路 部 ６ ５ の 占 め る 領 域 か ら 離 れ て い る 場 合 で も 、 給 電 線 路 を 長 く す る こ と で 回 路 接
続 が 容 易 に 行 え る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
図 12は 本 発 明 の 第 ９ に 実 施 例 を 表 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 か ら な る １ ／ ２ 波 長 型 無 線 タ

平 面 図 （ ａ ） 、 側 面 の 断 面 図 （ ｂ ） で あ る 。 図 12に お い て ６ ６ は ア ン テ ナ 導 体 、 ６ ７
は 誘 電 体 、 ６ ８ は 接 地 導 体 、 ６ ９ は ス ル ー ホ ー ル 、 ７ ０ は 接 地 点 、 ７ １ は 給 電 点 、 ７ ２ は
回 路 部 で あ る 。 図 10の 実 施 例 と 異 な る 点 は 接 地 点 ７ ０ お よ び 給 電 点 ７ １ を ア ン テ ナ 導 体 ６
６ の 裏 面 に 設 け て 、 回 路 部 ７ ２ を ア ン テ ナ 導 体 ６ ６ と 接 地 導 体 ６ ８ の 間 の 、 誘 電 体 ６ ７ の
一 部 を 除 い た 部 分 に 回 路 ７ ２ を 形 成 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 13の マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 で 構 成 し た １ ／ ２ 波 長 型 無 線 タ 本 発 明 の 第 １ ０ の 実 施
例 実 施 例 で 、 平 面 図 （ ａ ） お よ び 側 面 の 断 面 図 （ ｂ ） を あ ら わ し 、 ７ ３ は ア ン テ ナ 導 体 、
７ ４ は 誘 電 体 板 、 ７ ５ は 接 地 導 体 板 、 ７ ６ は ス ル ー ホ ー ル 、 ７ ７ は 給 電 線 路 、 ７ ８ は 信 号
入 出 力 端 子 、 ７ ９ は 接 地 点 、 ８ ０ は 回 路 部 で あ る 。 本 実 施 例 の 図 11の 実 施 例 と 異 な る 点 は
、 回 路 部 ８ ０ を 誘 電 体 基 板 ７ ４ の 中 に 空 洞 を 設 け て あ る い は 回 路 部 を 埋 め 込 ん で 無 線 タ

形 成 し た こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 10か ら 図 13ま で の 実 施 例 で 無 線 タ 構 成 す る 回 路 部 を ス ル ー ホ ー ル の 近 く に 設 け て い
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る の は 、 回 路 部 の 接 地 点 と ア ン テ ナ の 接 地 点 （ ス ル ー ホ ー ル ） の 電 位 差 を で き る だ け 少 な
く し て 、 雑 音 妨 害 な ど を 抑 圧 す る こ と と 回 路 部 と ア ン テ ナ の 高 周 波 的 な 整 合 性 を 良 く す る
た め で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 14は 本 発 明 第 １ １ の 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 で 構 成 し た 無 線 タ １ ／ ２
波 長 型 ア ン テ ナ の 平 面 図 （ ａ ） 、 側 面 の 断 面 図 （ ｂ ） 、 裏 面 の 平 面 図 （ ｃ ） を そ れ ぞ れ 示
す 。 図 14に お い て 、 ８ １ は ア ン テ ナ 導 体 、 ８ ２ は 誘 電 体 、 ８ ３ は 接 地 導 体 、 ８ ４ は ス ル ー
ホ ー ル 、 ８ ５ は 給 電 点 、 ８ ６ は 信 号 入 出 力 端 子 で あ る 。 図 ５ の 実 施 例 と 異 な る 点 は 図 ５ の
接 地 導 体 板 が い わ ゆ る 板 状 で 誘 電 体 の 大 き さ に 制 限 さ れ て い る の に 対 し て 図 14で は 接 地 導
体 ８ ３ が 誘 電 体 ８ ２ の 端 面 を カ バ ー し 、 ア ン テ ナ 導 体 ８ １ に 対 し て 誘 電 体 の 面 ま で 接 地 点
が 出 て き て い る 点 で あ る 。 誘 電 体 板 ８ ２ の 板 厚 が 薄 い 場 合 は 、 端 面 部 分 を 覆 う 接 地 導 体 は
ア ン テ ナ の 接 地 点 を 変 え る ほ ど の 影 響 は な い が 、 誘 電 体 板 ８ ２ の 板 厚 が く な る と 、 無 線
タ 近 接 し て 配 置 し た 場 合 に 無 線 タ 士 の 高 周 波 的 な イ ン ピ ー ダ ン ス を 変 化 さ せ て 、
ア ン テ ナ の 放 射 特 性 を 変 え て し ま う こ と に 対 し て 改 善 す る 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 15は 本 発 明 第 １ ２ の 実 施 例 の マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 無 線 １ ／ ２ 波 長 型 ア
ン テ ナ の 平 面 図 （ ａ ） 、 側 面 の 断 面 図 （ ｂ ） 、 裏 面 の 平 面 図 （ ｃ ） を 示 す 。 図 15に お い て
、 ８ ７ は ア ン テ ナ 導 体 、 ８ ８ は 誘 電 体 、 ８ ９ は 接 地 導 体 、 ９ ０ は ス ル ー ホ ー ル 、 ９ １ は 給
電 点 、 ９ ２ は 信 号 入 出 力 端 子 、 ９ ３ ， ９ ４ は 接 地 線 路 で あ る 。 図 14の 第 １ １ の 実 施 例 と 異
な る 点 は 、 接 地 線 路 ９ ３ ， ９ ４ を ア ン テ ナ 導 体 の ほ ぼ 中 点 の 位 置 と 接 地 導 体 ８ ９ の 間 に 設
け た こ と で ス ル ー ホ ー ル ９ ０ の 接 地 イ ン ピ ー ダ ン ス に 対 し て さ ら に イ ン ピ ー ダ ン ス を 下 げ
る 効 果 が あ り 、 ア ン テ ナ 導 体 ８ ７ の １ ／ ４ 波 長 相 当 の ア ン テ ナ の 復 同 調 に よ る 整 合 周 波 数
帯 域 を 狭 く す る 方 に 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 16は 本 発 明 第 １ ３ の 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 で 構 成 し た 無 線 タ の １ ／
２ 波 長 型 の ア ン テ ナ の 平 面 図 （ ａ ） 、 側 面 の 断 面 図 （ b） 、 裏 面 の 平 面 図 （ ｃ ） で あ る 。
図 16に お い て 、 ９ ３ は ア ン テ ナ 導 体 、 ９ ４ は 誘 電 体 、 ９ ５ は 接 地 導 体 、 ９ ６ は 給 電 点 、 ９
７ ， ９ ８ は 接 地 線 路 、 ９ ９ は 信 号 入 出 力 端 子 で あ る 。 図 15と 異 な る 点 は 、 ア ン テ ナ 導 体 ９
３ の 中 央 部 に ス ル ー ホ ー ル を 持 た ず に 、 接 地 線 路 ９ ７ ， ９ ８ で 、 接 地 導 体 に 電 気 的 、 機 械
的 に 接 続 し て い る 点 で あ る 。 接 地 線 路 ９ ７ ， ９ ８ で 接 続 す る こ と に よ っ て 接 地 線 路 の 幅 お
よ び 長 さ を パ ラ メ ー タ と し て 、 図 ４ の 等 価 回 路 で 示 し た イ ン ダ ク タ Ｍ １ の 大 き さ を 変 え る
こ と が で き 、 し た が っ て 、 復 同 調 に よ り 高 周 波 的 に 整 合 す る 周 波 数 帯 域 を 自 由 に 設 定 す る
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 17は 本 発 明 第 １ ４ の 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 で 構 成 し た 無 線 タ 平 面 図
（ ａ ） 、 側 面 の 断 面 図 （ ｂ ） 、 裏 面 の 平 面 図 （ ｃ ） で あ る 。 図 17に お い て １ ０ ０ は ア ン テ
ナ 導 体 、 １ ０ １ は 誘 電 体 、 １ ０ ２ は 接 地 導 体 、 １ ０ ３ 、 １ ０ ４ は 接 地 線 路 、 １ ０ ５ は 給 電
線 路 １ ０ ６ は Ｉ Ｃ 、 １ ０ ７ ， １ ０ ８ は 穴 で あ る 。 レ ク テ ナ の 整 流 回 路 を 含 む 無 線 タ 回
路 を Ｉ Ｃ 化 し て Ｉ Ｃ １ ０ ６ と し て 、 ワ イ ヤ ー ボ ン デ ィ ン グ な ど の 技 術 に よ り 、 ア ン テ ナ 導
体 １ ０ ０ の 中 心 部 分 に つ な が る 接 地 線 路 １ ０ ４ の 裏 面 で 接 地 導 体 側 の 誘 電 体 材 料 の 中 に 埋
没 さ せ る よ う に 配 置 し 、 Ｉ Ｃ １ ０ ６ の 接 地 部 を 接 地 す る と 同 時 に 、 給 電 線 路 の １ ０ ５ の 接
地 導 体 側 の 面 に Ｉ Ｃ １ ０ ６ の 入 出 力 部 を 接 続 す る 。 ア ン テ ナ １ ０ ０ に 設 け た 穴 １ ０ ７ お よ
び １ ０ ８ は 誘 電 体 材 料 と ア ン テ ナ 導 体 の 密 着 性 を 良 く し て ア ン テ ナ 導 体 １ ０ ０ が 誘 電 体 １
０ １ か ら 浮 き 上 が る の を 防 い で い る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 18は 本 発 明 の 第 １ ５ の 実 施 例 を 示 す 無 線 タ 実 装 と そ の 構 造 を 示 す も の で あ る 。 ト ラ
ン ス フ ァ ー モ ー ル ド な ど の Ｉ Ｃ 実 装 技 術 に お け る リ ー ド フ レ ー ム 用 の 銅 、 銅 合 金 あ る い は
鉄 合 金 な ど の 薄 い 板 材 を プ レ ス な ど に よ り 、 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 無 線 タ ア
ン テ ナ 部 を 図 18の 平 面 図 （ ａ ） 、 側 面 図 （ ｂ ） の よ う に 整 形 し て 作 る 。 図 18に お い て １ １
５ は 接 地 導 体 、 １ １ ６ は ア ン テ ナ 導 体 、 １ １ ７ は 給 電 線 路 、 １ １ ８ ， １ １ ９ は 接 地 線 路 、
１ ２ ０ は 嵌 合 部 で あ る 。 ア ン テ ナ 導 体 １ １ ６ ， 接 地 線 路 １ １ ８ ， １ １ ９ ， 給 電 線 路 １ １ ７
お よ び 接 地 導 体 １ １ ５ は 一 体 で 整 形 す る 。 図 19は 本 発 明 実 施 例 の 実 装 の 次 の 段 階 を 説 明 す
る た め の 平 面 図 （ ａ ） お よ び 側 面 図 （ ｂ ） で あ り 、 図 18と 同 一 の 作 用 を す る 要 素 に は 同 一
番 号 を 附 し て あ る 。 図 19に お い て 、 １ ２ １ は Ｉ Ｃ 、 １ ２ ２ １ ２ ３ は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ
で あ る 。 ア ン テ ナ 導 体 １ １ ６ の 接 地 線 路 １ １ ８ 側 に 接 着 剤 な ど で 固 定 さ れ た Ｉ Ｃ １ ２ １ の
接 地 部 は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ２ ２ に よ っ て 、 接 地 線 路 １ １ ８ の 表 面 側 に 電 気 的 に 接 続 さ
れ る 。 同 時 に 、 Ｉ Ｃ １ ２ １ の 信 号 入 出 力 部 は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ２ ３ に よ っ て 給 電 線 路
１ １ ７ の 開 放 端 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 Ｉ Ｃ １ ２ １ の 接 続 パ ッ ド が 形 成 さ れ る 面
と 反 対 側 に 接 地 面 が 生 成 で き る Ｉ Ｃ 構 成 で あ れ ば 、 ボ ン デ ン グ ワ イ ヤ １ ２ ２ は 不 要 で 、 Ｉ
Ｃ １ ２ １ の ア ン テ ナ 導 体 １ １ ６ あ る い は 接 地 線 路 １ １ ８ へ の 取 り 付 け を 、 導 電 性 の 接 着 剤
に よ り 電 気 的 か つ 機 械 的 に 行 え ば よ い 。 図 20は 本 発 明 実 施 例 の 実 装 の た め の 次 の 工 程 を 説
明 す る 平 面 図 （ ａ ） と 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。 図 20に お い て 図 同 様 の 作 用 の 要 素 に は 同
一 番 号 を 附 し て あ る 。 図 20の 平 面 図 （ ａ ） は 、 図 19に お け る 接 地 線 路 １ １ ８ を 、 接 地
１ １ ５ と の 接 続 部 に お い て 折 り 曲 げ て 、 ア ン テ ナ 導 体 １ １ ６ が 箱 の 接 地 導 体 １ １ ５ の 開
口 部 に 蓋 の 状 態 で 配 置 さ れ る 。 こ の と き 、 接 地 線 路 １ １ ９ の 開 放 端 が 、 接 地 導 体 １ １ ５ の
嵌 合 部 に 圧 入 あ る い は 溶 接 、 は ん だ 付 け な ど で 勘 合 し 、 電 気 的 お よ び 機 械 的 に 接 続 さ れ る
。 こ の 状 態 で は 、 誘 電 体 が 空 気 で あ る た め に マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 本 実 施 例 で は
波 長 短 縮 が な さ れ ず に 、 無 線 タ 長 手 方 向 の 長 さ が 長 く な っ て し ま う 。 ま た 、 誘 電 体 が
空 気 あ る た め に ア ン テ ナ 導 体 １ １ ６ を 発 泡 剤 な ど の 日 誘 電 率 の 小 さ い 材 料 を 補 助 的 に 使 っ
て 機 械 的 に 支 え る 構 造 が 必 要 と な っ て く る 。 図 21は 本 実 施 例 の 工 程 の 最 終 工 程 を 示 す 平 面
図 （ ａ ） 、 （ ａ ） に お け る Ａ － Ａ の 側 面 断 （ ｂ ） 、 裏 面 平 面 図 （ ｃ ） で 、 図 18、 図 19
、 図 20と 同 様 の 作 用 を す る 要 素 に は 同 一 番 号 を 附 し た 。 図 21に お い て １ ２ ４ は 誘 電 体 で あ
る 。 図 20の 状 態 の 接 地 体 １ １ ５ お よ び ア ン テ ナ 導 体 １ １ ６ で 形 成 さ れ る 筐 体 に 、 ト ラ ン
ス フ ァ ー モ ー ル ド 用 の モ ー ル ド 材 を 注 入 す る こ と で 、 Ｉ Ｃ １ ２ １ お よ び Ｉ Ｃ １ ２ １ 周 り ボ
ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ２ ２ ， １ ２ ３ を 機 械 的 に 固 定 し 、 か つ 、 外 部 か ら の 湿 度 に よ る 水 分 の
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進 入 を 防 グ な ど 、 Ｉ Ｃ １ ２ １ お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ２ ２ ， １ ２ ３ の 保 護 を 図 る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 22は マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 造 の 無 線 タ 実 装 に お け る 第 １ ６ の 実 施 例 を 示 す 平 面
図 （ ａ ） 、 （ ａ ） の Ａ － Ａ の 側 面 断 面 図 （ ｂ ） 、 裏 面 平 面 図 （ ｃ ） で あ る 。 図 21と 同 様 の
作 用 の 要 素 に は 同 一 番 号 を 附 し た 。 図 22に お い て １ ２ ５ は 誘 電 体 で あ る 。 本 実 施 例 に お い
て は 誘 電 体 １ ２ ５ を ア ン テ ナ 導 体 １ １ ６ が 埋 没 す る ま で 覆 う 構 造 と し た こ と で 、 図 21の ア
ン テ ナ 導 体 １ １ ６ と 誘 電 体 １ ２ ４ の 隙 間 か ら 進 入 す る 湿 度 な ど の 進 入 を 効 果 的 に 防 ぐ こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 23は 本 発 明 第 １ ７ に 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 無 線 タ 実 装 構 造 の
平 面 図 で あ る 。 図 23に お い て 、 １ ２ ６ は 接 地 導 体 、 １ ２ ７ は ア ン テ ナ 導 体 、 １ ２ ８ ， １ ２
９ は 接 地 線 路 、 １ ３ ０ は 給 電 線 路 、 １ ３ １ は Ｉ Ｃ 、 １ ３ ２ 、 １ ３ ３ お よ び １ ３ ４ は 谷 折 り
の 折 れ 線 、 １ ３ ５ 、 １ ３ ６ は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ で あ る 。 Ｉ Ｃ １ ３ １ ， ボ ン デ ィ ン グ ワ イ
ヤ １ ３ ５ ， １ ３ ６ を 除 い た す べ て の 要 素 は 一 枚 の 銅 あ る い は 銅 合 金 あ る い は 鉄 合 金 に よ り
作 ら れ た 薄 板 上 に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 薄 板 の ア ン テ ナ 導 体 １ ２ ７ と 接 地 線 路 １ ２ ９ の 接
点 付 近 で 電 気 的 に 電 位 の 低 い 場 所 に Ｉ Ｃ １ ３ １ を 接 着 剤 あ る い は 導 電 性 接 着 剤 に よ り 固 定
し 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ３ ５ に よ り 接 地 線 路 上 の よ り 低 い 電 位 点 に 接 続 し 、 ボ ン デ ィ ン
グ ワ イ ヤ １ ３ ６ に よ り Ｉ Ｃ １ ３ １ の 信 号 入 出 力 部 が 給 電 線 路 の 開 放 端 に 接 続 す る こ と で 、
ア ン テ ナ か ら 受 信 さ れ た 信 号 は Ｉ Ｃ １ ３ １ に 取 り 込 ま み 、 あ る い は Ｉ Ｃ １ ３ １ か ら の 信 号
を ア ン テ ナ か ら 送 出 す る 。 谷 折 り の 線 １ ３ ２ ， １ ３ ３ ， １ ３ ４ に て 谷 折 り に す る こ と で 、
図 24に 示 す よ う な マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 無 線 タ 形 成 さ れ る 。 図 24に お い て （
ａ ） は 無 線 タ 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。 図 23と 同 じ 作 用 の 要 素 に は 同 一 番 号 を
附 し た 。 本 実 施 例 の マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の ア ン テ ナ は 誘 電 体 を 持 た ず に 、 空 中 に
配 置 さ れ る 構 造 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
第 ２ ７ に 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 無 線 タ 、 本 発 明 第 １ ８ の 実 施 例 を 示 す 平
面 図 （ ａ ） 、 側 面 図 （ ｂ ） で 、 第 ２ ６ と 同 様 の 作 用 の 要 素 に は 同 一 番 号 を 附 し た 。 図 25に
お い て 、 １ ３ ７ ， １ ３ ８ は 誘 電 体 支 持 体 で あ る 。 本 実 施 例 で は 、 図 24の 空 中 に 配 置 さ れ た
ア ン テ ナ 導 体 １ ２ ７ を 誘 電 体 で 形 成 さ れ た 誘 電 体 支 持 体 で 保 持 し た 構 造 で 、 ア ン テ ナ 導 体
１ ２ ７ の 機 械 的 な 強 度 を 高 め 、 無 線 タ ア ン テ ナ と し て 安 定 に 動 作 す る こ と と を 考 慮 し
た 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 27は 本 発 明 の 第 ２ ０ の 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 無 線 タ
を し め す 。 図 27に お い て 、 （ ａ ） は 接 地 導 体 板 の 平 面 図 、 〔 ｂ 〕 は ア ン テ ナ 導 体 板 を 主 構
成 要 素 と し て Ｉ Ｃ の 実 装 状 況 を 示 し た 平 面 図 、 （ ） は （ ａ ） と （ ｂ ） の 構 成 要 素 を 組 み
立 て た 無 線 Ｉ Ｃ タ 側 面 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 27に お い て 、 １ ４ ０ は 接 地 導 体 板 、 １ ４ １ は ア ン テ ナ 導 体 、 １ ４ ２ 、 １ ４ ３ は 接 地 線 、
１ ４ ５ 、 １ ４ ６ は 谷 折 り の 折 れ 線 、 １ ４ ７ は 給 電 線 路 、 １ ４ ８ は Ｉ Ｃ 、 １ ４ ９ ， １ ５ ０ は
ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ 、 １ ５ １ ， １ ５ ２ は 接 地 線 路 の 開 放 端 、 １ ５ ３ ， １ ５ ４ は 嵌 合 部 で あ
る 。 （ ｂ ） の ア ン テ ナ 導 体 １ ４ １ に 続 く 接 地 線 路 １ ４ ２ ， １ ４ ３ を 折 れ 線 １ ４ ５ ， １ ４ ６
で 折 り 曲 げ て 開 放 端 １ ５ １ ， １ ５ ２ を 接 地 板 の 嵌 合 部 １ ５ ４ お よ び １ ５ ３ に は め 込 み 、 圧
入 、 溶 接 、 は ん だ 付 け な ど の 方 法 に よ り 、 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 す る こ と で 、 （ ｃ ） に 示
し た よ う な 側 面 図 の 無 線 タ 得 る 。 本 実 施 例 の 無 線 タ 空 気 を 誘 電 体 と す る マ イ ク ロ
ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 を 取 っ た 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 28に 本 発 明 の マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 無 線 タ 第 ２ １ の 実 施 例 の 平 面 図 （ ａ ）
お よ び 側 面 図 （ ｂ ） を 示 す 。 図 28に お い て 、 ９ と 同 じ 作 用 の 要 素 に は 同 一 番 号 を 附 し
た 。 同 図 に お い て １ ５ ５ は 誘 電 体 で あ る 。 図 27の 実 施 例 と 異 な る 点 は 無 線 タ 全 体 を 誘
電 体 で 包 み 込 ん だ こ と で あ る 。 当 然 の こ と な が ら 、 接 地 導 体 １ ４ ０ と ア ン テ ナ 導 体 １ ４ １
の 間 に は 誘 電 体 １ ５ ５ が 一 様 に 充 填 さ れ て い る 。 図 29は 本 発 明 第 ２ ２ の 実 施 例 で 、 マ イ ク
ロ ス ト リ ッ プ 線 路 を 用 い た ア ン テ ナ か ら な る 無 線 タ 実 装 に 関 す る 構 造 を 示 す 平 面 図 （
ａ ） 、 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。 図 29に お い て 、 １ ５ ６ は 一 面 が 開 口 状 態 の 箱 状 に 成 型 さ れ た
接 地 導 体 、 １ ５ ７ 、 １ ５ ８ は 嵌 合 部 、 １ ５ ９ ， １ ６ ０ は 接 地 線 路 、 １ ６ １ は 給 電 線 路 、 １
６ ２ は ア ン テ ナ 導 体 で あ る 。 第 １ ５ の 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 ア ン テ ナ 導 体 １ ６ ２ と 接 地 線
路 １ ５ ９ ， １ ６ ０ 、 給 電 線 路 １ ６ １ か ら な る 銅 、 銅 合 金 あ る い は 鉄 合 金 の 薄 板 で 形 成 さ れ
る 導 体 部 分 が 接 地 導 体 １ ５ ６ と は 別 ピ ー ス で 形 成 さ れ て い る 点 で あ る 。 図 30は マ イ ク ロ ス
ト リ ッ プ 線 路 で 構 成 さ れ る 無 線 タ 図 29で 示 し た 実 装 工 程 次 の 実 装 工 程 を 示 す 平 面 図 （
ａ ） 、 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。 図 29と 同 じ 作 用 の 要 素 に は 同 一 番 号 を 附 し て あ る 。 図 30に お
い て 、 １ ６ ３ は Ｉ Ｃ 、 １ ６ ４ ， １ ６ ５ は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ で あ る 。 ア ン テ ナ 導 体 １ ６ ２
と 接 地 線 路 １ ５ ９ の 接 続 部 分 に 無 線 タ Ｉ Ｃ １ ６ ３ を 接 着 剤 あ る い は 導 電 性 の 接 着 剤 で
機 械 的 あ る い は 機 械 的 、 電 気 的 に 接 続 固 定 し 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ６ ４ で 、 Ｉ Ｃ １ ６ ３
の 接 地 を 取 る た め に 、 接 地 線 路 １ ５ ９ 上 の 接 地 導 体 １ ５ ６ と の 嵌 合 部 に で き る だ け 近 い 位
置 に 接 続 す る 。 Ｉ Ｃ の 信 号 入 出 力 部 は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ６ ５ に よ り 、 給 電 線 路 １ ６ １
の 開 放 端 部 分 に 接 続 す る 。 次 の 段 階 の 実 装 を 示 す 構 成 を 図 31の 平 面 図 （ ａ ） お よ び （ ａ ）
の Ａ － Ａ の 断 面 側 面 図 （ ｂ ） を 示 す 。 図 31に お い て 図 30と 同 一 作 用 の 要 素 に は 同 一 番 号 を
附 し て あ る 。 平 面 図 （ ａ ） は 図 30の Ｉ Ｃ １ ６ ３ を 搭 載 し た ア ン テ ナ 導 体 １ ６ ２ を 反 転 し て
接 地 導 体 １ ５ ６ に 、 接 地 線 路 １ ５ ８ お よ び １ ５ ９ の の 開 放 端 と 嵌 合 部 １ ５ ８ お よ び １ ５ ７
を 圧 入 、 溶 接 、 は ん だ 付 け な ど に よ り 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 す る 。 こ の 結 果 、 Ｉ Ｃ １ ６ ３
お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ６ ４ ， １ ６ ５ が 配 さ れ た ア ン テ ナ 導 体 １ ６ ２ は Ｉ Ｃ １ ６ ３ を
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筐 体 の 内 側 に 配 す る よ う に 接 地 導 体 １ ５ ６ の 開 口 部 取 り 付 け ら れ る 。 誘 電 体 は 空 気 で あ る
。 ア ン テ ナ 導 体 が １ ６ ２ が 方 も 値 状 態 で 保 持 さ れ る こ と で 不 安 定 な 構 造 と な る た め に 、 空
気 に 近 い 発 泡 剤 な ど の 樹 脂 を 充 填 す る か 、 図 25、 図 26で 示 し た よ う な 誘 電 体 に よ る 支 持 体
を 導 入 す る こ と で 機 械 的 な 強 度 と 電 気 的 な 安 定 性 は 保 た れ る 。 Ｉ Ｃ １ ６ ３ や ボ ン デ ィ ン グ
ワ イ ヤ １ ６ ４ ， １ ６ ５ の 保 護 は 別 途 必 要 と な る 。 図 31の 無 線 タ グ 。 の 空 洞 部 分 に ト ラ ン ス
フ ァ ー モ ー ル ド や 樹 脂 充 填 な ど に よ り 樹 脂 モ ー ル ド 材 を 充 填 す る こ と で 、 波 長 短 縮 に よ る
効 果 で 、 小 型 化 し た 無 線 タ 実 現 で き 、 同 時 に Ｉ Ｃ １ ６ ３ や ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ １ ６ ４
， １ ６ ５ の 保 護 が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 32は 本 発 明 第 ２ ３ の 実 施 例 を 示 す 無 線 タ ア ン テ ナ を 表 す 平 面 図 （ ａ ） 、 Ａ － Ａ 断 面
を 表 す 側 面 図 （ ｂ ） 、 裏 面 の 平 面 図 （ ｃ ） で あ る 。 図 32に お い て １ ６ ６ は ア ン テ ナ 導 体 、
１ ６ ７ は 誘 電 体 、 １ ６ ８ は ス ル ー ホ ー ル 、 １ ６ ９ は 給 電 点 、 １ ７ ０ は 信 号 の 入 出 力 端 子 、
１ ７ １ は 接 地 導 体 で あ る 。 １ ／ ４ 波 長 型 ア ン テ ナ 導 体 １ ６ ６ は 、 一 端 を ス ル ー ホ ー ル １ ６
８ で 裏 面 の 接 地 導 体 １ ７ １ に 接 地 し た 多 端 開 放 の １ ／ ４ 波 長 型 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 で
構 成 さ れ る ア ン テ ナ と し て 作 用 す る 。 ア ン テ ナ １ ６ ６ は 誘 電 体 お よ び 接 地 導 体 １ ７ １ で こ
う せ い さ れ る マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 を 構 成 し て い る 。 給 電 点 １ ６ ９ は ス ル ー ホ ー ル を 介
し て 、 裏 面 の 信 号 入 出 力 端 子 に つ な が っ て い る 。 信 号 入 出 力 端 子 に レ ク テ ナ 回 路 を 含 む Ｉ
Ｃ を 接 続 す る 。 ア ン テ ナ 導 体 １ ６ ６ は そ の 長 さ ｌ が ほ ぼ １ ／ ４ 波 長 相 当 の 長 さ で 、 相 当 周
波 数 に お い て 共 振 す る 。 ア ン テ ナ １ ６ ６ の 幅 ｗ は ア ン テ ナ の 効 率 や 、 Ｉ Ｃ 回 路 と の 整
合 を 考 慮 し て 決 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 34は 本 発 明 第 御 ２ ５ の 実 施 例 で 、 図 33に お け る 誘 電 体 の 一 部 を 別 の 誘 電 体 で 置 き 換 え た
構 成 に 言 及 し た も の で 、 ア ン テ ナ の 共 振 周 波 数 、 整 合 状 態 、 誘 電 体 材 料 の 価 格 に 応 じ て 適
当 な 材 質 の も の を 選 択 す る こ と が で き る 。 図 34に お い て １ ７ ８ は ア ン テ ナ 導 体 、 １ ７ ９ は
誘 電 体 、 １ ８ ０ は 接 地 導 体 、 １ ８ １ は 給 電 点 、 １ ８ ２ は 接 地 線 路 、 １ ８ ３ は 信 号 入 出 力 端
子 で あ る 。 無 線 タ Ｉ Ｃ と は 、 裏 面 の 信 号 入 出 力 端 子 を 介 し て 裏 面 に 接 続 す る こ と が で
き る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 35は 本 発 明 第 ２ ６ の 実 施 例 を 示 す 、 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 に よ る 無 線 タ １ ／ ４ 波
長 ア ン テ ナ の 平 面 図 （ ａ ） 、 （ ａ ） の Ａ － Ａ 断 面 を 表 す 側 面 図 （ ｂ ） 、 裏 面 の 平 面 図 で あ
る 。 図 35に お い て 、 １ ８ ５ は ア ン テ ナ 導 体 、 １ ８ ６ は 誘 電 体 、 １ ８ ７ は 接 地 導 体 、 １ ８ ８
は 接 地 線 路 、 １ ８ ９ は 給 電 点 、 １ ９ ０ は 信 号 入 出 力 端 子 で あ る 。 図 34の 実 施 例 と 異 な る 点
は 、 接 地 導 体 １ ８ ７ が 誘 電 体 １ ８ ６ の 端 面 を 覆 っ て い る こ と で あ る 。 接 地 導 体 １ ８ ７ を 誘
電 体 の 端 面 ま で 覆 う こ と は 、 図 14の 例 の １ ／ ２ 波 長 型 の ア ン テ ナ の 例 で 述 べ て い る が 、 誘
電 体 １ ８ ７ の 板 厚 が 薄 い 場 合 は 、 端 面 部 分 を 覆 う 接 地 導 体 は ア ン テ ナ の 接 地 点 を 変 え る ほ
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ど の 影 響 は な い が 、 誘 電 体 １ ８ ７ の 板 厚 が 暑 く な る と 、 無 線 タ 近 接 し て 配 置 し た 場 合
に 無 線 タ 士 の 高 周 波 的 な イ ン ピ ー ダ ン ス を 変 化 さ せ て 、 ア ン テ ナ の 放 射 特 性 を 変 え て
し ま う こ と に 対 し て 改 善 す る 効 果 が あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
図 37、 図 38、 図 39は マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 を 利 用 し た １ ／ ４ 波 長 型 ア ン テ ナ を 使 っ た 無
線 タ 実 装 方 法 に つ い て 表 し た 本 発 明 第 ２ ８ の 実 施 例 の 図 面 で あ る 。 ま ず 図 37は 銅 、 銅
合 金 、 鉄 合 金 の 薄 板 を プ レ ス 加 工 な ど に よ り 、 無 線 タ グ 。 の Ｉ Ｃ を 搭 載 す る ア ン テ ナ 導 体
お よ び 接 地 導 体 を 一 体 化 し て 形 成 し た 様 子 を 示 す 平 面 図 （ ａ ） お よ び 側 面 図 （ ｂ ） を 表 す
。 同 図 に お い て 、 １ ９ ６ は 接 地 導 体 、 １ ９ ７ は ア ン テ ナ 導 体 、 １ ９ ８ 、 １ ９ ９ は 接 地 線 路
、 ２ ０ ０ は 給 電 線 路 、 ２ ０ １ は 谷 折 り 部 、 ２ ０ ２ は 嵌 合 部 で あ る 。 接 地 導 体 １ ９ ６ は １ 面
開 放 の 筐 体 を 形 成 し て お り 、 誘 電 体 を 充 填 す る た め の ス ペ ー ス を 持 つ 。 ア ン テ ナ 導 体 １ ９
７ の 開 放 端 と 反 対 側 の 一 端 お よ び 接 地 線 路 １ ９ ８ 、 １ ９ ９ の 接 地 導 体 １ ９ ６ と 接 触 す る 部
分 は 、 谷 折 り 部 ２ ０ １ で 折 り 曲 げ る と 同 時 に 嵌 合 部 ２ ０ ２ で は め 合 わ せ 、 溶 接 、 は ん だ 付
け な ど に よ り 電 気 的 、 機 械 的 部 接 続 す る 。 次 の 工 程 は を 図 38に 示 す 。 図 38は 無 線 タ の
Ｉ Ｃ を 搭 載 す る 工 程 で あ る 。 図 38に お い て 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 側 面 の 断 面 図 を 示
し 、 図 37と 同 一 の 作 用 を な す 要 素 は 同 一 番 号 を 付 し た 。 図 38に お い て 、 ２ ０ ３ は Ｉ Ｃ 、 ２
０ ４ 、 ２ ０ ５ は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ で あ る 。 Ｉ Ｃ ２ ０ ３ は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ２ ０ ４ 、 ２
０ ５ に よ っ て ア ン テ ナ 導 体 に 電 気 的 あ る い は 機 械 的 に 固 定 さ れ る 。 Ｉ Ｃ ２ ０ ３ の 接 地 お よ
び 信 号 入 力 部 は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ２ ０ ４ お よ び ２ ０ ５ に よ っ て 、 接 地 点 は 接 地 導 体 １ ９
６ に で き る だ け 近 い 点 で 接 続 し 、 信 号 入 出 力 部 は 給 電 線 路 ２ ０ ０ の 開 放 端 部 に 接 続 し て 無
線 タ 回 路 部 を 完 成 さ せ る 。 次 に 、 図 39に 示 す 工 程 で 、 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 構 成 の 誘 電
体 と な る 誘 電 体 材 料 を 充 填 す る 。 図 39に お い て 、 （ ａ ） は ト ラ ン ス フ ァ ー モ ー ル ド や モ ー
ル ド 材 注 入 な ど に よ り 樹 脂 モ ー ル ド 材 を 充 填 し た 後 の 平 面 図 （ ａ ） 、 （ ａ ） の Ａ － Ａ 断 面
を 示 し た 側 面 図 （ ｂ ） 、 裏 面 の 平 面 図 （ ｃ ） を 示 し 、 誘 電 体 材 料 を 図 38の 開 口 部 よ り ア ン
テ ナ 導 体 １ ９ ７ と 接 地 導 体 １ ９ ６ の 間 に 、 間 隔 が 均 一 に な る よ う に 充 填 す る 。 図 38と 同 一
の 作 用 の 要 素 に は 同 一 番 号 を 附 し た 。 図 39に お い て 、 ２ ０ ６ は 誘 電 体 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 40は 本 発 明 第 ２ ９ の 実 施 例 で 、 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 で 構 成 さ れ る １ ／ ４ 波 長 型 無 線
タ 実 装 工 程 を 示 す 平 面 図 （ ａ ） と そ の 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。 図 38と 異 な る 点 は 、 ア ン
テ ナ 同 体 が 接 地 導 体 か ら 切 り 離 さ れ て い る 点 で あ る 。 図 40に お い て 、 ２ ０ ７ は ア ン テ ナ 導
体 、 ２ ０ ８ ａ 、 ２ ０ ８ ｂ 波 接 地 線 路 、 ２ ０ ９ は 接 地 導 体 、 ２ １ ０ は 給 電 線 路 、 ２ １ １ は Ｉ
Ｃ 、 ２ １ ２ 、 ２ １ ３ は ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ で あ る 。 ア ン テ ナ 導 体 ２ ０ ７ と 接 地 導 体 ２ ０ ７
を 別 々 に 形 成 し て お い て 、 ア ン テ ナ 導 体 ２ ０ ７ に Ｉ Ｃ ２ １ １ を 搭 載 す る こ と が で き 、 製 造
工 程 が 軽 量 化 で き る 。 次 に 図 39に 示 す 工 程 と 同 じ 工 程 に よ り 誘 電 体 の 充 填 を す る 。 ま た は
、 空 気 の ま ま で 片 持 ち の ア ン テ ナ 導 体 ２ ０ ７ の 補 強 な ど を 、 誘 電 体 支 持 体 な ど を 使 っ て 行
い 無 線 タ 実 装 す る 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 41は 本 発 明 の 無 線 タ 第 ３ ０ の 実 施 例 を 示 す 無 線 タ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 構 成 で あ る
。 図 41に お い て ２ １ ４ は 質 問 器 ア ン テ ナ 、 ２ １ ５ は 入 力 信 号 、 ２ １ ６ は 出 力 信 号 、 ２ １ ７
は 質 問 器 、 ２ １ ８ は 無 線 タ ２ １ ９ は ア ン テ ナ 、 ２ ２ ０ は 送 受 信 回 路 、 ２ ２ １ は Ｃ Ｍ Ｏ
Ｓ 論 理 回 路 、 ２ ２ ２ は メ モ リ 、 ２ ２ ３ は Ｌ Ｅ Ｄ で あ る 。 質 問 器 ２ １ ７ か ら の 信 号 を 受 け て
送 受 信 回 路 ２ ２ ０ に お い て は 信 号 を 整 流 し て 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 ２ ２ １ や メ モ リ ２ ２ ２ を
動 作 さ せ る 電 力 を 作 り 出 す と 同 時 に 、 受 信 信 号 ２ １ ５ の 中 か ら Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 ２ ２ １ を
動 作 さ せ る た め の ク ロ ッ ク 信 号 や デ ー タ 信 号 を 検 波 に よ り 生 成 す る 。 質 問 ア ン テ ナ ２ １
４ と 無 線 タ ア ン テ ナ ２ １ ９ の 距 離 が 近 い と 送 受 信 回 路 で 生 成 さ れ る 電 力 源 の 電 圧 が 高
く な り 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 や メ モ リ 回 路 の 耐 圧 を 超 え て し ま う 問 題 が あ る 。 こ れ に 対 処 す
る た め に 、 送 受 信 ２ ２ ０ の 電 力 端 に Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ３ を 接 地 と の 間 に 電 流 が が 流 れ る よ う
に 順 方 向 に 接 続 す る 。 こ の と き 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ３ に １ ． ５ な い ２ ボ ル ト 以 上 の の 電 圧 が 印 可
さ れ れ ば 、 電 力 を 発 光 現 象 に よ っ て 消 耗 さ せ 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 ２ ２ １ や メ モ リ ２ ２ ２ に
余 分 な 電 圧 が 印 可 さ れ る の を 阻 止 す る と 同 時 に 、 Ｌ Ｅ Ｄ を 発 光 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 42は 本 発 明 の 第 ３ １ の 実 施 例 を 示 す 無 線 タ ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 42に お い て 図 41と
同 様 の 作 用 の 要 素 に は 同 一 番 号 を 附 し た 。 図 42で は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ３ を Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 か
ら 出 力 さ れ て 送 受 信 回 路 の 変 調 信 号 と な る 信 号 で 駆 動 す る 。 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 の 出 力 電 圧
は ほ ぼ 電 力 の 電 圧 が 出 力 さ れ て お り 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ３ を 駆 動 す る 能 力 が あ る 。 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理
回 路 の 変 調 信 号 で 駆 動 す る こ と に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ３ で 調 さ れ た こ と に な り 、 無 線 タ

ら の 信 号 は 光 り を 使 っ た 伝 送 方 式 を 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 43は 本 発 明 の 第 ３ ２ の 実 施 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で 、 ２ ２ ４ は 無 線 タ ２ ２ ５ は ア ン テ
ナ 、 ２ ２ ６ は 送 受 信 回 路 、 ２ ２ ７ は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 、 ２ ２ ８ ８ は メ モ リ 、 ２ ２ ９ は Ｌ Ｅ
Ｄ で あ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ２ ９ は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 論 理 回 路 ２ ２ ７ か ら の 信 号 に よ り 発 光 が 制 御 さ れ る 構
成 と す る こ と で 、 質 問 器 か ら そ の 発 光 現 象 を 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 45は 本 発 明 の 第 ３ ３ の 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ は 線 路 構 成 の 無 線 タ 平 面 図 (ａ )と （ ａ
） の Ａ － Ａ に お け る 断 面 で 表 わ し た 側 面 図 で あ る 。 図 45に お い て 、 ２ ３ １ は ア ン テ ナ 導 体
、 ２ ３ ２ は 誘 電 体 、 ２ ３ ３ は 接 地 導 体 、 ２ ３ ４ は 給 電 線 路 、 ２ ３ ５ 、 ２ ３ ６ は 接 地 線 路 、
２ ３ ７ は Ｉ Ｃ 、 ２ ３ ８ は Ｌ Ｅ Ｄ で あ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ３ ８ は ア ン テ ナ 導 体 ２ ３ １ の 低 電 位 点 で
あ る 長 手 方 向 お よ び 幅 方 向 の 中 心 部 位 に 、 そ の 発 光 が 確 認 で き る 穴 を 開 け 、 ア ン テ ナ 導 体
２ ３ １ の 裏 面 か ら 実 装 す る 。
【 手 続 補 正 ２ ８ 】

(10) JP 2000-332523 A5 2004.10.14

グ の グ シ

グ 、

器
グ の

回 路

高

グ の

光 変
グ か

グ 、

グ の



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 46は 本 発 明 第 ３ ４ の 実 施 例 を 示 す マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路 構 成 の 無 線 タ 平 面 図 （ ａ
） 、 （ ａ ） の Ａ － Ａ 断 面 に お け る 側 面 図 （ ｂ ） で あ る 。 図 46に お い て ２ ３ ９ は ア ン テ ナ 導
体 、 ２ ４ ０ は 誘 電 体 、 ２ ４ １ は 接 地 導 体 、 ２ ４ ２ 、 ２ ４ ４ は 接 地 線 路 、 ２ ４ ３ は 給 電 線 路
、 ２ ４ ５ は Ｌ Ｅ Ｄ 取 り 付 け 端 子 、 ２ ４ ６ は Ｉ Ｃ 、 ２ ４ ７ は Ｌ Ｅ Ｄ で あ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ４ ７ を
ア ン テ ナ 導 体 ２ ３ ９ の Ｉ Ｃ ２ ４ ６ に 位 置 的 に 近 い 点 に そ の カ ソ ー ド を 電 気 的 に 接 続 し 、 ア
ノ ー ド は 電 気 的 に 電 位 を 持 た な い Ｌ Ｅ Ｄ 取 り 付 け 端 子 ２ ４ ５ に 電 気 的 、 機 械 的 に 接 続 す る
。 Ｌ Ｅ Ｄ 取 り 付 け 端 子 は Ｉ Ｃ ２ ４ ６ か ら 電 力 の 供 給 を 受 け る た め の ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ 等
に よ る 結 線 で Ｉ Ｃ ２ ４ ６ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ４ ７ の 取 り 付 け 状 況 を さ ら に 詳
し く 表 わ し た の が 図 47で あ る 。 離 す こ と に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 取 り 付 け 端 子 ２ ５ ０ は 電 気 的 に 独
立 し た 端 子 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ ３ ） １ ／ ２ 波 長 型 ア ン テ ナ の 中 点 を 接 地 線 路 ル ー ホ ー ル で 、 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線
路 の 接 地 導 体 に 接 続 す る 構 成 を 取 る こ と が 出 る た め に 、 ア ン テ ナ 導 体 と 接 地 導 体 を 電 気 的
機 械 的 に 接 続 結 合 さ せ て 一 体 化 す る こ と が で き る の で 、 ア ン テ ナ 導 体 お よ び 接 地 導 体 を 同
一 金 属 板 か ら 一 体 化 し て 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 ア ン テ ナ 導 体 は 一 枚 の 連 続 し
た 金 属 板 で 形 成 さ れ て い る に も か か わ ら ず 高 周 波 的 に は 、 一 枚 の 導 体 板 上 で 、 接 地 電 位 と
信 号 電 位 の 異 な る 電 位 点 を 設 定 で き る 。 し た が っ て 、 当 該 一 体 化 し た 導 体 に 複 数 の 電 位 点
と 高 周 波 的 に 接 続 す る 必 要 の あ る 無 線 タ グ 用 の Ｉ Ｃ あ る い は 複 数 の Ｉ Ｃ を ワ イ ヤ ー ボ ン デ
ィ ン グ な ど の 手 段 に よ り 一 枚 板 の ア ン テ ナ 導 体 あ る い は ア ン テ ナ 導 体 と 接 地 銅 他 を 一 体 化
し た 一 枚 板 の 導 体 上 に 複 雑 な 形 状 を 必 要 と し な い で 容 易 に 搭 載 で き る 。 し た が っ て 、 リ ー
ド フ レ ー ム 上 に 搭 載 し た Ｉ Ｃ を モ ー ル ド 材 で パ ッ ケ ー ジ す る ト ラ ン ス フ ァ ー モ ー ル ド な ど
の パ ッ ケ ー ジ 手 段 が 容 易 に 導 入 で き る 。
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